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✚足利赤十字病院 
 
 
 
所在地： 
 〒３２６－０８４３ 
  栃木県足利市五十部（よべ）町 ２８４－１ 
 ＴＥＬ 
  ０２８４－２１－０１２１（代表） 
 
病院長 小松本 悟 
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（平成２７年４月１日現在） 
 
病床数：５５５床 
 内訳：一般５００床（回復期リハ５０床含む）、結核１５床、精神４０床 
診療科目：２７科 
   神経内科、消化器内科、腎臓内科、呼吸器内科、神経精神科、循環器内科、小児科 
   外科、消化器外科、整形外科、形成外科、脳神経外科、呼吸器外科、心臓血管外科 
   皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉・頭頸部外科、麻酔科、歯科口腔外科 
   放射線診断科、放射線治療科、リハビリテーション科、緩和ケア内科、救急科、病理診断科 
職員数： １、１３３名 
医師数：   １２９名 
看護師数：  ５８８名 
診療放射線技師数： ２６名（内 男性１９名・女性７名） 
認定技師取得者数： １５名 （複数資格者を含む） 
認定内容： ・放射線治療専門技師 ２名 
      ・医学物理士     １名 
      ・Ｘ線ＣＴ認定技師  ３名 
      ・救急撮影認定技師  ３名 
      ・血管撮影・インターベンション専門放射線技師 １名 
      ・核医学専門技師  ２名 
      ・検診マンモグラフィー撮影認定放射線技師 ６名 
      ・胃がんＸ線検診技術部門Ｂ資格者 ３名 
      ・放射線管理士 ２名 
      ・放射線機器管理士 ２名 
      ・医用画像情報管理士 １名 
      ・シニア技師格 ５名 
      ・アドバンス技師格 ３名 
              （平成２７年１１月現在） 
 
当直・夜勤体制について 
   平日：当直１名 オンコール１名 
   休診日：日直２名 当直１名 オンコール１名（当直時間のみ） 
                     （オンコールは緊急ＰＣＩ・ＩＶＲ対応のため） 
 
 
 
 
病院概要 
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一般撮影 
 担当技師：４～５人   機器台数：３台（内 救命救急用１台） 
 導入メーカ・機器名：フジメディカル BENEO , CALNEO 
 1 日平均撮影件数（人）：２００ 
 
歯科用撮影装置 
 担当技師：１人     機器台数：２台 
 導入メーカ・機器名：モリタ マックスーＦ１Ｒ スーパーベラビューＣ２ 
 １日平均撮影件数（人）：１０ 
 
マンモグラフィ 
 担当技師：１～２人   機器台数：２台 
 導入メーカ・機器名：フジメディカル AMULET 
 1 日平均撮影件数（人）：２０ 
 
ポータブル 
 担当技師：２～３人   機器台数：５台（病棟３台 救命１台 手術室１台） 
 導入メーカ・機器名：シーメンス MOBILETT＋フジメディカル CALNEO Smart 
           島津製作所 Mobile DaRt Evolution  
 1 日平均撮影件数（人）：３５ 
 
CT 
 担当技師：３～４人   機器台数：３台（内 ６４列以下：００台 ６４列以上：３台） 
 導入メーカ・機器名：東芝メディカル Aquilion One １台 
                   Aquilion Cx  ２台（１台は救命センター専用） 
 1 日平均撮影件数（人）：８０ 
 ワークステーション： テラリコン アクエリアスＷＳ 
 
MRI 
 担当技師：２～３人   機器台数：２台（内 1.5T：１台/3T：２台） 
 導入メーカ・機器名：シーメンス Avanto , Verio 
 1 日平均撮影件数（人）：２５ 
 
 
 
 
導入機器 
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SPECT 
 担当技師：２人   機器台数：２台 
 導入メーカ・機器名：シーメンス Symbia-S  
 1 日平均撮影件数（人）：１５ 
 
血管造影（心カテ、頭部血管、腹部血管などすべて含む） 
 担当技師：１～４人   機器台数：４台 
 導入メーカ・機器名：シーメンス Artis Zeego , Artis zee FC , Artis dBA 
                                  Artis Q ceiling（ハイブリッド手術室） 
 1 日平均撮影件数（人）：７ 
 
透視装置 
 担当技師：１～２人   機器台数：３台 
 導入メーカ・機器名：日立メディコ CUREVISTA , VersiFlex-VISTA 
                      島津製作所 Sonialvision Safire 17 
 1 日平均撮影件数（人）：１３ 
 
放射線治療 
 担当技師：３～４人   機器台数：1台 
 導入メーカ・機器名：エレクタ Synergy   治療計画用ＣＴ 東芝メディカル CT-LB 
 1 日平均撮影件数（人）：２５ 
 
骨密度 
 担当技師：１人   機器台数：１台 
 導入メーカ・機器名：東洋メディック Discovery Ci 型 
 1 日平均撮影件数（人）：６ 
 
結石破砕 
 担当技師：１人   機器台数：１台 
 導入メーカ・機器名：ドルニエ リソトリプター ＳⅡ 
 １日平均撮影件数（人）：３ 
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１．ＭＲＩ部門 
当院は、ＭＲＩの新たな撮像方法として注目されている全身の拡散強調画像（以下＊DWIBS)の
撮像に挑戦しております。現在、診療に提供できるところまでまいりました。11/18 に当院医局
会で医師に撮像依頼の方法などの説明をおこなったあと、実際の運用になります。 
（ここにたどり着くまで、約３か月以上かかりました 汗） 
歪みのない拡散強調画像を撮像するためにはどうすればよいのか？ 
短時間で解像度の高い T2 強調画像を撮影するにはどうしたらよいのか？  
施行錯誤の毎日でしたが、技術職として充実した日々を過ごさせていただきました。（笑） 
夜遅くまでボランティア撮像に協力してくれた同僚技師や貴重なアドバイスをいただいた放射線
科医には大変感謝しております。 
前置きが長くなりましたが、DWIBS について簡単に説明させていただきます。 
DWIBS は、病変を強調出来るため、病変の位置や大きさ、分布がわかりやすいという長所があり
ます。全身の撮像をおこなうため、転移の有無もわかるそうです。  
サイズが小さくて PETや造影 CT ではわからなかった肝転移の病変を、DWIBS で発見したこと
があるほど感度がよいそうです。 何と言って大きな特徴は、非造影で被曝もない検査ということ
です。 
また、検査料金も PETにくらべ割安なため、患者さまには利点が大きい検査といえます。 
患者さまに、喜んでいただけるような検査を、今後も実施していきたいと思います。 
  
＊DWIBS:ディーブス(Diffusion-weighted Whole body Imaging with Background body 
signal) 
  
追記：３T MRI 全盛期に、あえて SIEMENS avanto で撮影をおこないました。 
   理由は長くなるので省略しますが、すごく良い装置だと改めて認識しました。 
                                    （担当：中室智之） 
DWIBS の画像を提示いたしますが、ボランティア画像なので所見はありません。 
 
当院の新しい業務の取り組みや業務改善の紹介 
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２．放射線技師による緊急画像所見報告の取り組みについて 
 従来より、臨床検査部では採血データで緊急を要する異常値を発見した場合、パニック値報告と
称して依頼医師に速やかに連絡することがおこなわれていました。放射線科でも同様なことができ
ないか検討した結果、７月より救命救急センターで単純ＸＰ・ＣＴ・ＭＲＩ撮影を施行後、画像に
緊急異常所見を発見した場合、放射線技師が依頼医師にすみやかに報告するいわゆる「パニック値」
運用をはじめました。 
放射線科医に生命に影響を及ぼす疾患をリストアップしてもらい、救命センター業務中にその画
像所見を発見した場合に依頼医師に直接報告するというものです。従来から非公式にはおこなわれ
ていましたが、それを公式に院内運用としたものです。 
報告した技師は、電子カルテ上に「異常所見を報告した」とのコメントを記載し、報告された医
師は「放射線技師から異常所見の報告あり」とコメントを記載するルールで始めましたが、現状で
は医師の記載が少なく、徹底には時間を要する模様です。この運用のキーワードは技師個人の読影
能力の向上です。その対策として放射線科医との症例検討会が月１回開催されています。この会は、
提示された画像に対し、指名された技師が所見について答えるという「How to」形式でおこなわ
れるため、会を重ねるごとに読影力が身についていきます。また、指名された時にしっかりと答え
たいとの思いが募るため、若い技師たちが日頃からＣＴ画像と読影レポートを確認している光景が
目につくようになりました。仕事に対するモチベーションが向上してきたように感じます。 
（担当：大川公利） 
パニック値報告件数 
 
 
救急ＣＴ 救急単純 救急ＭＲＩ 合計 
7月 10 4 1 15 
8月 12 3 
 
15 
9月 10 5 
 
15 
10月 6 5 1 12 
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 ２０１１年７月に現在の病院へ移転してはや４年半が経過しました。移転直後は放射線科のみな
らず、どこの部署も不慣れな環境で右往左往していたことが思い出されます。少し落ち着いてきた
ところで「ＪＣＩ受審」というイベントが待っていました。「ＪＣＩ」とはなんぞや？その正体を
理解するのに非常に時間がかかりましたが、やってみると単純明快、「患者安全のためにすべきこ
とは何か、それを病院全体で共有し全員が実行しているか」ということ。ＪＣＩ受審により、従来
グレーゾーンだった様々な項目についての問題が明らかになり、放射線科でもそれが業務改善につ
ながりました。従来の常識・枠組みを取り払うといろいろな改善項目がでてくることに気づかされ
ました。 
                                     （担当：長瀬光臣） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最近の放射線科の移り変わり 
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史跡足利学校のある足利市は「学び舎のまち」です。近年は「映像の街」として業界では有名とな
り、毎日のように街のどこかで映画やＴＶドラマのロケがおこなわれています。 
電車でも車でも首都圏から日帰り可能です。ちょっとのんびりしたくなったらお散歩気分でお越し
ください。おいしいお店があちこちにありますよ。裏通りにも名店があるので探してくださいね。 
                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本堂国宝指定 鑁阿寺（ばんなじ） 日本最古の学校 史跡足利学校（復元） 
世界一の大藤棚 あしかがフラワーパーク ココ ファーム ワイナリー 
１００年の伝統を誇る夏の風物詩 足利花火大会  足利市のイメージキャラクター   
足利市のゆるきゃらです。 
 ブレイクするかな？ 
地元紹介 
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平成２８年１０月２０日・２１日の２日間、「第５２回赤十字医学会総会」が宇都宮市（当院当番）
で開催されます。皆様のご参加をお待ちしております。 
 
